
不活性粉体

不活性ガス

水

粉じん爆発が発生しても
被害を最小限に食い止める時代

粉じん爆発が発生しても
被害を最小限に食い止める時代

粉じん爆発を
発生させない時代
粉じん爆発を

発生させない時代

不活性粉体混合試験不活性粉体混合試験 限界酸素濃度試験限界酸素濃度試験 加水試験加水試験
不活性粉体の混合率によって

不爆領域を確認します。

着火し易い粉体や爆発の
激しい粉体の酸素濃度管理の

指標とします。

加えた水分によって

爆発抑制効果を確認します。

粉じん爆発粉じん爆発 試験抑制抑制 試験

プロセス（工程）に応じて、最適な方法で抑制試験を行います。
抑制のレベルについて、打合せに応じて実施します。

粉体の特性に合わせた最適な混合試験により、粉じん爆発を抑制します。粉体の特性に合わせた最適な混合試験により、粉じん爆発を抑制します。
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プロセス（工程）に応じて、最適な試験を行います。
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◆ 不活性粉体混合試験

◆  限界酸素濃度試験（窒素ガス）

完全不爆領域の確認については、着火エネルギーを 10J とする。
静電気レベルでの不爆領域は、着火エネルギーを 100mJ とする。
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アルミニウムと不活性粉体の混合 

0

500

1000

1500

2000

0 20 40 60 80 100

爆
発
下
限
濃
度
(g
/m
3
) 

不活性粉体の含有率（wt％） 

トナーと不活性粉体の混合 
 

 
 

物性 かさ密度 平均粒径
試料名 (g/cm3) (μm)
爆発性 純アルミ 0.640 6.3
粉体 トナー 0.441 5.2 　

不活性 ヒュームドシリカ 0.040 36.9
粉体 タルクSS 0.982 4.6

炭酸カルシウム 0.636 8.5
JIS10種 0.552 7.3

l-325mesh　㈱レアメタリック
リコー　イマジオ　タイプ9
M-5　JI　キャボット㈱
日本タルク㈱
ホワイトンB　白石カルシウム㈱
日本粉体工業技術協会

空気中の酸素濃度 21％から、窒素ガスを混入し、1％刻みで下限濃度試験を行う。
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炭酸カルシウム（10J)
タルク SS（10J）
ヒュームドシリカ（10J）
JIS10 種（10J)
炭酸カルシウム（100mJ）
タルク SS（100mJ)




